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論 文 の 要 旨 
 世界の死者の 3割以上が心血管疾患に起因しており、主要因である動脈硬化の予防に向けた日常的
把握が急務となっている。動脈硬化の予防には、日常的に早い段階から動脈の硬さを捉える必要があ
るが、最新の医療技術でも、計測原理の制約から機器も大きく医療機関での検査に限定されてしまう
問題があった。本研究は、医療機関だけでなく日常生活環境において動脈硬化を把握することを目指
し、従来とは計測原理の異なる方法として、光計測によって簡便な動脈硬化スクリーニング指標の計
測手法を開発することを目的としている。数年前より医療保険適用になった最新の動脈硬化計測法で
は、病院での熟練した医療従事者による検査作業が必要であり、心音と空気容積脈波により脈波伝搬
速度を計測するため、精度面でも原理的な弱点があった。本研究の特徴は、空気容積脈波と心音を用
いた従来手法と異なる方法として、心臓の駆動に伴う心電位と光計測による脈波を用いた新たな手法
によって、動脈の硬さに対応した動脈硬化指標を簡便に計測でき、手のひらに収まるほどの小型で、
利用者一人で使用できる簡便に計測できることである。外乱に対する計測精度を向上するための計測
アルゴリズムを開発し、十分な精度の計測と小型化を実現することに成功している。また、本研究で
提案する動脈硬化指標と最新の医療技術である既存の動脈硬化指標との比較実験によって、最新の医
療機器と同水準の動脈硬化スクリーニング指標であることを示し、本研究で提案・研究開発した動脈
硬化スクリーニング指標計測手法の新規性と有効性を示している。更に、予防医療に向けた日常的な
健康管理の実現のため、当該システムや既存のヘルスケア機器を統合管理できる健康管理システムの
構築を実現している。 
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審 査 の 要 旨 
【批評】 
 
 最新の医療技術としての既存の動脈硬化診断手法では、病院でしか動脈硬化の検査ができなかった
が、本研究では、医療現場と日常生活で活用可能な新しい動脈硬化スクリーニング手法を提案し、小
型で高精度の実証システムを開発するとともに、提案手法が提示する動脈硬化指標と最新の動脈硬化
指標とを比較することで最新の医療機器と同水準の動脈硬化スクリーニングが可能であることを示
している。また、提案システムと既存のヘルスケア機器とをインターネットを介して統合管理できる
健康管理システムの構築を実現している。我が国が直面する高齢化問題への工学分野からの貢献を実
現するものであり、次世代医療技術を示した有用な研究であると高く評価される。 
 
 
 
【最終試験の結果】 
 
平成２６年２月５日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
